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火
野
葦
平
「
恋
と
牡
丹
」
論

│
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
の
改
変
か
ら
見
る
主
題
│

増

田

周

子

は
じ
め
に

　

火
野
葦
平
に
は
『
聊
斎
志
異
』
を
元
に
改
変
し
、
再
小
説
化
し
た
作
品
群
が
あ
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
限
り
で
も
、
お
よ
そ
、
一
〇
作

は
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
戦
争
文
学
作
家
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
火
野
葦
平
の
『
聊
斎
志
異
』
関
連
作
品
は
、
ほ

と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
念
の
た
め
に
、
調
査
し
た
限
り
の
『
聊
斎
志
異
』
関
連
作
品
と
、
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
表
に
し
て
あ

げ
て
お
く
。作

品
タ
イ
ト
ル

発
表
年
月
日

発
表
雑
誌
・
単
行
本

典
拠
『
聊
斎
志
異
』
題
名

「
首
を
売
る
店
」

一
九
二
五
年
七
月
一
〇
日

『
首
を
売
る
店
』（
内
藤
奎
運
堂
）
書
き
下
ろ
し

「
陸
判
」

「
王
六
郎
」

一
九
四
九
年
一
〇
月
一
五
日

『
別
冊　

小
説
新
潮
』

「
王
六
郎
」

「
画
壁
」

一
九
五
〇
年
一
月
一
日

『
世
界
春
秋
』

「
画
壁
」

「
恋
と
牡
丹
」

一
九
五
〇
年
二
月
一
日

『
文
芸
読
物　

別
冊
名
人
会
』

「
葛
巾
」

「
白
い
顔
に
黒
い
痣
」

一
九
五
〇
年
二
月
一
日

『
読
物
時
事
』

「
瑞
雲
」
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作
品
タ
イ
ト
ル

発
表
年
月
日

発
表
雑
誌
・
単
行
本

典
拠
『
聊
斎
志
異
』
題
名

「
妖
亀
伝
」

一
九
五
〇
年
五
月
一
日

『
小
説
公
園
』

「
申
氏
」

一
九
五
三
年
一
一
月
一
日

『
読
物
り
べ
ら
る
』

「
申
氏
」

「
淫
神
」

一
九
二
五
年
二
月
一
日

『
小
説
と
読
物
』

「
五
通
」「
五
通
二
」

「
鸚
鵡
変
化
」

一
九
五
〇
年
四
月
一
日

『
オ
ー
ル
読
物
』

「
阿
英
」

「
糞
尿
譚
」
後
「
中
国
糞
尿
譚
」
と
改
題
一
九
五
〇
年
二
月
一
日

『
キ
ン
グ
』

「
画
皮
」

「
取
り
か
え
ば
や
物
語
」

一
九
五
一
年
二
月
一
日

『
キ
ン
グ
』

「
陸
判
」

　
『
聊
斎
志
異
』
は
、
作
者
は
、
蒲
松
齢
（
一
六
四
〇
年
〜
一
七
一
五
年　

没
年
不
詳
）
で
あ
る
。
聊
斎
と
は
、
作
者
の
号
お
よ
び
、
書

斎
の
名
で
、『
聊
斎
志
異
』
と
は
、「
聊
斎
に
お
い
て
怪
異
譚
を
記
す
」
と
い
う
意
味
を
示
す
。
内
容
は
、
神
仙
や
幽
霊
や
狐
狸
の
怪
異
譚

で
、
世
間
に
口
伝
さ
れ
て
い
た
も
の
を
筆
記
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
伝
わ
り
、
上
田
秋
成
な
ど
江

戸
を
代
表
す
る
作
家
に
も
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
た) 1

(

。
そ
の
後
、
数
多
く
の
日
本
の
近
代
作
家
達
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
小
金

井
き
み
子
は
、『
聊
斎
志
異
』
の
「
画
皮
」
を
訳
し
「
皮
一
重) 2

(

」
と
し
て
発
表
し
、『
東
洋
画
報
』（
一
九
〇
三
年
三
月
創
刊
）
の
編
集
責

任
者
で
あ
っ
た
国
木
田
独
歩
も
、『
東
洋
画
報
』に
毎
号
の
よ
う
に『
聊
斎
志
異
』を
翻
訳
し
て
掲
載
し
、
国
木
田
独
歩
と
蒲
原
有
明
の『
聊

斎
志
異
』
訳
を
収
め
た
『
支
那
奇
談
集
一
〜
三
編
』（
一
九
〇
六
年
四
月
、
近
事
画
報
社
刊
）
を
発
刊
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
『
聊
斎

志
異
』
を
訳
し
た
、
柴
田
天
馬
は
、「
若
し
『
支
那
の
稗
史
小
説
の
類
で
、
最
も
多
く
読
ま
る
ゝ
は
何
か
』
と
問
ふ
人
が
あ
つ
た
な
ら
、

予
は
『
聊
斎
志
異
』
と
答
ふ
る
に
躊
躇
せ
ぬ
。
実
に
こ
の
書
ほ
ど
面
白
く
、
こ
の
書
ほ
ど
文
章
が
立
派
で
、
こ
の
書
ほ
ど
読
み
あ
か
ぬ
も

の
は
無
い
。（
中
略
）
文
学
を
解
す
る
ほ
ど
の
支
那
人
が
『
聊
斎
、
聊
斎
』
と
い
う
て
此
書
を
愛
読
す
る
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。) 3

(

」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
聊
斎
志
異
』の
話
の
内
容
が
面
白
い
と
思
っ
た
知
識
人
や
作
家
ら
に
、
進
ん
で
翻
訳
さ
れ
、『
聊
斎
志
異
』は
、
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日
本
で
広
く
流
布
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
近
代
作
家
を
代
表
す
る
芥
川
龍
之
介
は
、『
聊
斎
志
異
』
の
名
前
に
近
づ
け
た
「
椒
図
志
異
」
と
題
す
る
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
い

た
し
、『
聊
斎
志
異
』
の
「
酒
虫
」
を
典
拠
と
し
て
「
酒
虫
」（『
新
思
潮
』
一
九
一
六
年
六
月
一
日
）
を
著
し
た
。
ま
た
、
佐
藤
春
夫
も
『
玉

簪
花) 4

(

』
の
中
に
収
録
し
た
「
緑
衣
の
少
女
」「
恋
す
る
も
の
の
道
」「
碧
色
の
菊
」
な
ど
、『
聊
斎
志
異
』
を
典
拠
と
し
た
作
品
を
数
多
く

残
し
て
い
る
。
太
宰
治
「
竹
青
」（『
文
藝
』
一
九
四
五
年
四
月
一
日
）
も
『
聊
斎
志
異
』
の
「
竹
青
」
を
典
拠
と
し
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

芥
川
龍
之
介
、
佐
藤
春
夫
、
太
宰
治
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
近
代
作
家
達
の
『
聊
斎
志
異
』
関
係
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
も
か
な
り
詳
し

く
研
究
さ
れ
て
き
た
。
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
火
野
も
、
他
の
近
代
作
家
と
同
様
に
、『
聊
斎
志
異
』に
親
し
ん
で
い
た
の
に
、

先
に
も
述
べ
た
が
、
火
野
の
『
聊
斎
志
異
』
関
連
作
品
は
、
近
年
ま
で
無
視
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
以
降
、
筆
者
は
少

し
ず
つ
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
火
野
の
『
聊
斎
志
異
』
改
変
作
品
を
研
究
し
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
、
作
品
一
つ
一
つ
に
深
い
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
見
、
男
女
の
恋
物
語
や
、
妖
怪
談
を
描
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
作
品
に
は
、
戦

争
の
反
省
や
、
敗
戦
の
思
い
、
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
支
配
下
に
お
け
る
混
乱
の
様
相
に
対
す
る
考
え
や
反
発
な
ど
、
同
時
代
の
忸
怩
た
る
思

い
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
火
野
の
『
聊
斎
志
異
』
物
か
ら
、「
恋
と
牡
丹
」
と
い
う
作
品
を
と
り
あ
げ
る
。
火
野
の
「
恋
と
牡
丹
」
と
、
そ
の
典
拠
『
聊

斎
志
異
』
の
「
葛
巾
」
を
比
較
検
討
し
、
ど
の
よ
う
な
改
変
を
火
野
が
施
し
た
の
か
、
そ
し
て
、
作
品
に
込
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
ど
う
い

う
こ
と
か
、
詳
し
く
述
べ
て
い
き
た
い
。
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一
、
火
野
葦
平
が
参
考
に
し
た
『
聊
斎
志
異
』

　

さ
て
、「
恋
と
牡
丹
」
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
火
野
は
ど
の
よ
う
に
し
て
『
聊
斎
志
異
』
を
知
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
ど
ん
な
『
聊

斎
志
異
』
を
読
ん
だ
の
か
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
火
野
は
、『
美
女
と
妖
怪
―
私
版　

聊
斎
志
異
』
の
「
あ
と
が
き
」
で
、

　

早
稲
田
文
科
時
代
、
私
は
杜
小
陵
と
李
太
白
と
の
詩
に
惹
か
れ
て
、
自
分
も
漢
詩
を
つ
く
つ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
私
の
や

う
な
浅
学
な
者
は
た
ち
ま
ち
そ
の
む
つ
か
し
さ
に
辟
易
し
て
や
め
て
し
ま
つ
た
が
、
そ
れ
が
き
つ
か
け
と
な
つ
て
、
両
詩
人
の
唐
本

詩
集
と
な
ら
べ
て
、
商
務
印
書
館
版
の
「
古マ

今マ

奇
観
」
や
「
聊
斎
志
異
」
を
机
上
に
お
く
や
う
に
な
つ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
漢
和

辞
典
を
ひ
き
な
が
ら
熱
心
に
読
み
、
興
趣
の
つ
き
ざ
る
も
の
を
お
ぼ
え
た) 5

(

　

と
記
し
て
い
る
。
火
野
は
早
稲
田
文
科
時
代
の
一
九
二
〇
年
代
に
、
漢
詩
を
愛
読
し
、
自
ら
も
漢
詩
を
作
っ
た
り
、
中
国
文
学
に
親
し

ん
で
い
た
。
そ
し
て
漢
文
で
辞
書
を
引
き
な
が
ら
、『
聊
斎
志
異
』
を
読
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。
火
野
は
、『
聊
斎
志
異
』
の
「
む
つ
か

し
さ
に
面
倒
く
さ
く
な
つ
て
投
げ
だ
し
て
し
ま
つ
た
。
そ
れ
か
ら
、
後
年
、
柴
田
天
馬
氏
の
名
訳
が
出
る
に
い
た
つ
て
、
さ
ら
に
往
年
の

感
動
を
新
に
し
た
の
で
あ
る
。柴
田
氏
の
訳
文
は
原
語
を
た
く
み
に
生
か
し
た
実
に
気
の
き
い
た
も
の
で
、そ
の
親
切
な
註
解
と
と
も
に
、

昔
、
中
途
半
端
に
し
か
読
ん
で
ゐ
な
か
つ
た
私
を
す
こ
ぶ
る
満
足
さ
せ
て
く
れ
た) 6

(

」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
火
野
は
、
原
文
で
読
む
こ
と
は

あ
き
ら
め
、
柴
田
天
馬
訳
で
『
聊
斎
志
異
』
に
親
し
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
商
務
印
書
館
版
発
行
の
『
聊
斎
志
異
』
だ
が
、
火

野
の
通
っ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
な
ら
び
に
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
二
五
年
以
前
の
発
行

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る) 7

(

。



五

火
野
葦
平
「
恋
と
牡
丹
」
論　

―
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
の
改
変
か
ら
見
る
主
題
―
（
増
田
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さ
て
、
柴
田
天
馬
訳
の
『
聊
斎
志
異
』
は
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
に
玄
文
社
か
ら
、
一
九
二
六
年
三
月
に
は
、
第
一
書
房
よ
り
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
柴
田
天
馬
訳
は
一
九
三
三
年
に
も
第
一
書
房
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
火
野
が
何
を
手
元
に
置
い
て
い
た
の
か
、
蔵

書
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
戦
前
に
文
学
廃
業
宣
言
を
火
野
自
身
が
行
い
、
売
却
し
た
こ
と
も
あ
り
、
不
明
で
あ
る
が
、
火
野
は

こ
れ
ら
の
柴
田
天
馬
訳
を
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
火
野
は
、「
終
戦
後
は
、
北
京
か
ら
か
へ
つ
て
き
た
村
上
知
行
氏
の
訳
が
出
版

さ
れ
た
。
こ
れ
は
ま
た
原
文
を
思
ひ
き
つ
て
く
だ
い
て
し
ま
つ
た
平
易
な
文
章
で
、
柴
田
氏
と
は
、
別
個
の
味
は
ひ
が
あ
つ
た) 8

(

」
と
述
べ

て
い
る
。
一
九
五
三
年
に
『
聊
斎
志
異
』
物
の
最
後
「
妖
亀
伝
」
を
発
表
す
る
ま
で
に
、
村
上
知
行
訳
『
聊
斎
志
異
』
は
、
一
九
四
七
年

一
二
月
に
光
文
社
か
ら
『
聊
斎
志
異
香
艶
抄
』、
一
九
四
九
年
五
月
に
村
上
知
行
訳
『
も
だ
ん
ら
い
ぶ
ら
り
い　

聊
斎
志
異
上
巻
』（
東
西

出
版
社
）
な
ど
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
、
柴
田
天
馬
訳
や
村
上
知
行
訳
の
「
聊
斎
志
異
」
を
読
ん
で
、
先
に
あ
げ
た
一
〇
作
を

書
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
火
野
は
「
恋
と
牡
丹
」
の
典
拠
で
あ
る
『
聊
斎
志
異
』
の
「
葛
巾
」
を
ど
の
よ
う
に
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
火
野
が
、
漢
和

辞
典
を
引
き
な
が
ら
読
ん
だ
と
言
う
、
上
海
商
務
印
書
館
版
の
「
聊
斎
志
異
」
に
は
、「
葛
巾
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
あ

げ
た
一
九
二
六
年
第
一
書
房
版
柴
田
天
馬
訳
『
聊
斎
志
異
』、
一
九
三
三
年
の
第
一
書
房
版
に
は
、「
葛
巾
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

一
九
一
九
年
一
〇
月
の
玄
文
社
版
『
聊
斎
志
異
』
に
は
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
村
上
知
行
訳
『
も
だ
ん
ら
い
ぶ
ら
り
い　

聊
斎
志
異

上
巻
』
に
も
「
葛
巾
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

お
そ
ら
く
、
火
野
は
、
漢
和
辞
典
を
引
き
つ
つ
苦
し
み
な
が
ら
一
九
二
〇
年
代
の
上
海
商
務
印
書
館
版
の
「
聊
斎
志
異
」
を
原
文
で
読

ん
だ
か
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
発
行
の
柴
田
天
馬
訳
玄
文
社
版
『
聊
斎
志
異
』
で
「
葛
巾
」
を
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
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一
「
恋
と
牡
丹
」
の
成
立

「
恋
と
牡
丹
」
は
、『
文
芸
読
物
』
一
九
五
〇
年
二
月
一
日
に
、
山
崎
百
々
雄
の
挿
画
を
入
れ
て
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
次
の
四
冊
の

作
品
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
中
国
艶
笑
風
流
譚
』（
一
九
五
一
年
一
月
一
〇
日
、
東
京
文
庫
）

『
美
女
と
妖
怪
―
私
版　

聊
斎
志
異
』（
一
九
五
五
年
七
月
一
日
、
学
風
書
院
）

『
中
国
艶
笑
風
流
譚
』（
一
九
五
六
年
二
月
一
〇
日
、
学
風
書
院
）

『
中
国
艶
笑
物
語
―
私
版　

聊
斎
志
異
』（
一
九
五
六
年
三
月
五
日
、
河
出
書
房
）

　

最
初
の
収
録
本
の
『
中
国
艶
笑
風
流
譚
』
は
、『
日
本
艶
笑
滑
稽
譚
』（
一
九
五
五
年
二
月
一
〇
日
、
東
京
文
庫
）
を
は
じ
め
と
し
て
、

○
○
譚
計
七
冊
の
シ
リ
ー
ズ
の
二
番
目
の
作
品
集
で
あ
る
。
火
野
は
、
中
国
の
艶
笑
物
の
風
流
譚
の
一
部
と
し
て
、「
恋
と
牡
丹
」
を
発

表
し
た
の
で
あ
っ
た
。
多
少
、
句
読
点
な
ど
が
削
除
さ
れ
た
り
加
わ
っ
た
り
し
て
い
る
が
初
出
「
恋
と
牡
丹
」
と
四
冊
の
収
録
本
は
、
ほ

と
ん
ど
変
化
が
な
く
、
火
野
は
収
録
に
あ
た
っ
て
大
幅
な
書
き
換
え
な
ど
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、『
中
国
艶
笑

物
語
―
私
版　

聊
斎
志
異
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
の
柴
田
天
馬
訳
玄
文
社
版
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
を
使
用
し
て
、

「
恋
と
牡
丹
」
と
の
比
較
を
考
え
て
み
る
。
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火
野
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平
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二　

火
野
葦
平
「
恋
と
牡
丹
」
と
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
比
較
研
究

ａ　
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」

　

さ
て
、「
恋
と
牡
丹
」
と
比
較
す
る
に
あ
た
っ
て
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　

洛
陽
に
常
大
用
と
い
う
牡
丹
好
き
の
男
が
い
た
。
常
大
用
は
、
適
齢
期
に
な
っ
て
も
女
性
に
は
目
も
く
れ
ず
、
始
終
牡
丹
に
勝
る
女
性

な
ど
い
な
い
と
、
美
し
い
牡
丹
ば
か
り
追
い
求
め
て
い
た
。
曹
州
の
牡
丹
は
、
他
の
土
地
よ
り
も
ず
っ
と
美
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
を

伝
え
聞
き
、
偶
々
用
事
が
あ
っ
て
曹
州
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
そ
こ
に
住
む
こ
と
に
し
た
。
常
大
用
が
あ
る
朝
早
く
花
の
咲

い
て
い
る
場
所
に
行
く
と
、
葛
巾
と
い
う
娘
と
娘
に
仕
え
る
老
婆
が
い
た
。
葛
巾
の
余
り
の
美
し
さ
に
、
常
大
用
は
神
仙
で
は
な
い
か
と

口
走
っ
て
し
ま
う
。
老
婆
は
失
礼
な
こ
と
を
言
う
と
怒
鳴
り
つ
け
、
そ
ん
な
出
鱈
目
を
言
う
な
ら
警
察
に
突
き
出
す
ぞ
と
脅
し
、
二
人
で

去
っ
て
行
っ
た
。
常
大
用
は
、
罰
を
受
け
る
と
怯
え
て
い
た
が
、
そ
の
日
以
来
、
葛
巾
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ず
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
す

る
と
老
婆
が
や
っ
て
き
て
、
葛
巾
自
ら
鴆
湯
を
調
合
し
た
の
で
、
常
大
用
に
飲
む
よ
う
に
と
渡
し
た
。
鴆
湯
は
太
古
の
昔
か
ら
有
名
な
毒

薬
で
あ
っ
た
。
毒
薬
で
も
、
今
の
恋
煩
い
で
苦
し
む
よ
り
は
ま
し
だ
と
、
一
気
に
飲
み
干
し
た
。
毒
だ
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
良
薬
で
、

常
大
用
は
す
っ
か
り
回
復
し
た
。
あ
る
日
い
つ
も
の
よ
う
に
常
大
用
が
花
園
を
歩
い
て
い
る
と
、
葛
巾
が
い
た
。
常
大
用
が
ひ
れ
伏
す
と

起
こ
し
、
夜
に
自
分
の
部
屋
に
来
る
よ
う
に
言
っ
た
。
常
大
用
は
、
魂
が
飛
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
な
夢
見
心
地
で
、
葛
巾
の
部
屋
を
訪
れ

た
が
、
老
婆
が
傍
に
い
て
入
れ
な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
あ
く
る
日
に
行
く
と
、
今
度
は
妹
の
玉
版
が
来
る
と
言
う
の
で
、
寝
台
の
下
に
隠

さ
れ
た
。
玉
版
は
碁
の
勝
負
を
し
よ
う
と
言
っ
て
姉
を
連
れ
出
し
た
。
常
大
用
は
、
葛
巾
が
い
な
く
な
っ
た
の
が
残
念
で
、
部
屋
に
あ
っ

た
水
晶
を
懐
に
入
れ
て
家
に
帰
っ
た
。
そ
れ
か
ら
毎
晩
の
よ
う
に
葛
巾
は
常
大
用
の
家
に
や
っ
て
き
た
。
来
る
た
び
に
こ
の
上
な
く
い
い

香
り
が
す
る
の
で
あ
る
。
女
は
お
金
が
尽
き
た
常
大
用
に
不
思
議
な
ま
じ
な
い
で
金
を
わ
た
し
、
そ
し
て
一
緒
に
逃
げ
よ
う
と
言
い
出
し
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た
。
常
大
用
が
先
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
実
家
に
戻
る
と
す
で
に
葛
巾
が
到
着
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
常
大
用
は
葛
巾
と
結
婚
を
し

た
。
常
大
用
の
弟
大
器
も
、
葛
巾
の
妹
の
玉
版
と
結
婚
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
人
の
兄
弟
は
、
美
し
い
姉
妹
と
結
婚
し
、
家
も
栄
え

た
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
盗
人
が
大
群
で
家
に
や
っ
て
き
た
。
盗
人
た
ち
は
お
金
を
要
求
し
、
人
間
離
れ
し
た
美
人
の
妻
た
ち
に
会
っ
て

み
た
い
と
要
求
し
た
。
妻
た
ち
は
、
自
分
た
ち
は
仙
女
で
あ
る
と
言
っ
て
威
厳
を
も
っ
て
盗
人
に
相
対
し
た
。
す
る
と
盗
人
は
委
縮
し
て

立
ち
去
っ
た
。
二
年
ほ
ど
す
る
と
、
め
い
め
い
の
妻
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
子
を
産
ん
だ
。
常
大
用
は
、
葛
巾
は
仙
女
だ
と
は
っ
き

り
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
ず
っ
と
疑
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
妻
た
ち
が
自
分
た
ち
の
旧
姓
は
魏
で
、
母
は
曹
国
夫
人
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る

と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
常
大
用
は
こ
っ
そ
り
曹
州
に
行
き
、
魏
姓
を
捜
し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
に
住
ん
で
い
た
家
に

行
っ
て
み
た
。
す
る
と
壁
に
は
曹
国
夫
人
に
贈
る
と
い
う
詩
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
家
の
主
人
に
尋
ね
る
と
、
曹
国
夫
人
と
は
曹
州
第
一

の
牡
丹
の
名
で
あ
る
と
言
い
、
そ
の
牡
丹
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
葛
巾
紫
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
常
大
用
は
、
葛
巾
と
玉
版
は
花
の

妖
怪
で
あ
る
と
悟
る
の
で
あ
る
。
常
大
用
は
妻
に
問
い
た
だ
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
た
だ
曹
国
夫
人
の
詩
を
口
ず
さ
ん
だ
。
す
る
と
、

葛
巾
は
顔
色
を
変
え
、
あ
れ
ほ
ど
自
分
を
思
っ
て
く
れ
た
の
で
、
あ
な
た
に
身
を
ま
か
せ
た
の
だ
が
、
素
性
を
知
ら
れ
て
は
、
も
う
一
緒

に
は
い
ら
れ
な
い
と
、
玉
版
と
い
っ
し
ょ
に
子
供
を
遠
く
に
な
げ
た
。
子
供
た
ち
は
下
に
落
ち
、
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
た

つ
と
、
子
の
落
ち
た
と
こ
ろ
に
二
株
の
牡
丹
が
生
え
、
そ
の
年
の
う
ち
に
紫
と
白
の
牡
丹
に
な
っ
た
。
数
年
で
草
む
ら
の
よ
う
に
繁
っ
た

の
で
他
人
に
分
け
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
珍
し
い
牡
丹
の
お
か
げ
で
常
大
用
の
家
は
洛
陽
で
な
ら
ぶ
も
の
が
な
い
ほ
ど
栄
え
て
い
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

　

以
上
が
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
の
内
容
で
あ
る
。『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
は
、
牡
丹
好
き
の
常
大
用
が
、
葛
巾
紫
と
い
う
牡
丹
の
妖

怪
で
あ
る
精
霊
が
人
間
の
姿
に
化
け
た
葛
巾
と
い
う
女
性
に
会
い
、
魅
了
さ
れ
、
結
婚
し
、
常
大
用
の
弟
も
葛
巾
の
妹
の
玉
版
と
結
婚
し
、

そ
れ
ぞ
れ
子
も
生
ま
れ
、
家
も
豊
か
に
な
る
。
だ
が
、
葛
巾
が
妖
怪
だ
と
暴
露
さ
れ
、
真
実
が
ば
れ
た
こ
と
で
、
葛
巾
と
玉
版
は
、
自
分
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の
子
供
を
窓
か
ら
投
げ
て
落
と
し
て
、
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
子
が
落
ち
た
場
所
か
ら
、
紫
と
白
の
美
し
い
牡
丹
が
咲
き
、

そ
れ
が
、
評
判
に
な
り
、
牡
丹
を
求
め
る
も
の
が
た
く
さ
ん
訪
れ
、
常
家
は
繁
栄
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
妖
怪
は
素
性
を
知
ら
れ
、
去
っ

て
し
ま
っ
て
も
、
常
大
用
ら
の
家
を
守
る
と
い
う
話
で
、
作
品
の
最
後
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
わ
る
。

ｂ　

火
野
葦
平
「
恋
と
牡
丹
」
と
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」

　

さ
て
、
火
野
の
「
恋
と
牡
丹
」
は
、
先
に
説
明
し
た
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
展
開
で
あ
る
。
た
だ
、『
聊
斎
志
異
』「
葛

巾
」
が
柴
田
天
馬
訳
で
、
お
よ
そ
八
六
〇
〇
字
で
あ
る
の
に
対
し
、
火
野
の
「
恋
と
牡
丹
」
は
約
二
三
二
〇
〇
字
く
ら
い
で
、
二
倍
以
上

の
長
さ
に
加
筆
し
て
い
る
。
火
野
が
直
筆
の
「
恋
と
牡
丹
」
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」
を
ノ
ー
ト
二
枚
分
残
し
て
い
る
の
で
翻
刻
、
紹
介
し
て

お
き
た
い
。

常
大
用

常
大
器
（
弟
）

桑
バ
ア
ヤ

鄭
シ
モ
ベ

〇
曹
国
夫
人
（
牡
丹
の
名
）
―
そ
の
種
は
、
葛
巾
種

恋
と
牡
丹
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一
一

火
野
葦
平
「
恋
と
牡
丹
」
論　

―
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
の
改
変
か
ら
見
る
主
題
―
（
増
田
）

〇
葛
巾
と
知
り
あ
ひ
に
な
る
。（
牡
丹
好
き
、
牡
丹
な
ん
か
ど
う
で
も
よ
く
な
る
）

鴆
湯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
恋
わ
ず
ら
ひ

〇
ネ
ン
ゴ
ロ
ニ
ナ
ル
。

〇
葛
巾
姉
妹
、
碁
を
打
つ
て
ゐ
る
。（
呉
清
源　

本
因
坊
）

〇
「
君
子
か
と
思
つ
て
ゐ
た
ら
、
ど
ろ
ぼ
う
だ
つ
た
の
ね
」

　
　
　
　
　
　
　

如
意

〇
金
ト
リ
ダ
ス
―
旅
費
不
足

〇
カ
ケ
オ
チ
。

〇
二
組
の
夫
婦
。

盗
人
襲
来
―

〇
素
性
を
根
ホ
リ
葉
ホ
リ
た
づ
ね
る
。
―
そ
つ
と
し
ら
べ
に
行
く
。

　

曹
国
夫
人
に
さ
さ
げ
る
の
話
。

　
「
ア
ン
タ
ハ
バ
カ
ネ
。」

〇
二
人
、
子
供
ヲ
投
ゲ
テ
去
る
。

〇
莫
大
ナ
牡
丹
園
。

―
「
牡
丹
ナ
ン
カ
、
イ
ラ
ン
、
ス
カ
ン
、
カ
エ
ツ
テ
来
イ
」
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〇
牡
丹
と
尽
く
す
の
い
や
に
な
る
。
牡
丹
恐
怖
症
。

　

こ
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」
は
、
火
野
が
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
を
読
み
、
重
要
点
を
メ
モ
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
は
、「
恋
と
牡
丹
」

の
テ
ー
マ
に
つ
な
が
る
「
牡
丹
恐
怖
症
」
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
加
筆
を
施
し
て
い
る
の
か
を
説
明
し
な
が
ら
、
作
品
の
考
察
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、『
聊
斎
志
異
』「
葛

巾
」
と
「
恋
と
牡
丹
」
と
で
、
根
本
的
に
異
な
る
の
は
、「
葛
巾
」
に
は
な
か
っ
た
語
り
手
が
「
恋
と
牡
丹
」
に
は
登
場
す
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
ま
た
、
登
場
人
物
の
心
理
描
写
が
、「
葛
巾
」
よ
り
か
な
り
増
え
て
い
る
点
も
特
徴
と
言
え
る
。
ま
ず
は
、
語
り
手
の
言
説
に

注
意
し
な
が
ら
「
恋
と
牡
丹
」
を
考
え
て
い
こ
う
。

　
「
恋
と
牡
丹
」
は
語
り
手
の
「
こ
れ
は
、
人
間
の
愛
情
、
と
く
に
男
女
間
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
教
訓
と
な
る
物
語
で
あ
る
。

も
し
読
後
、
な
ん
の
教
訓
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
読
者
の
方
に
罪
が
あ
る
、
と
承
知
さ
れ
た
い
」
と
い
う
言
説
か
ら
は

じ
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
読
者
は
、
男
女
間
の
愛
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
教
訓
が
示
さ
れ
た
話
で
あ
る
と
承
知
し
な
が
ら
、
作
品
を
読
み
進

め
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
「
恋
と
牡
丹
」
で
も
、
牡
丹
好
き
で
、
な
か
な
か
妻
を
娶
ろ
う
と
は
し
な
い
常
大
用
が
登
場
す
る
。
た
だ
、『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」

と
は
違
っ
て
「
恋
と
牡
丹
」
で
は
常
大
用
の
こ
と
は
「
美
男
子
で
、
誠
実
で
、
温
和
で
、
や
さ
し
く
て
」
と
詳
し
く
形
容
さ
れ
て
い
る
。

女
性
よ
り
牡
丹
が
好
き
で
適
齢
期
に
な
っ
て
も
結
婚
し
よ
う
と
し
な
い
と
こ
ろ
も
、『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
と
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
兄

の
常
大
用
を
さ
し
お
い
て
弟
の
大
器
を
先
に
結
婚
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
早
く
結
婚
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
る
と
、
時
代
性
が

感
じ
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
言
葉
を
常
大
用
が
話
す
。
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「
そ
ん
な
こ
と
は
、
封
建
的
で
す
よ
。
も
う
時
代
が
か
わ
っ
て
、
新
憲
法
が
で
き
た
ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
因
習
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
弟
が
妻
帯
し
て
、
こ
の
常
家
も
、
大
器
が
継
い
だ
ら
い
い
ん
だ
」

　

こ
こ
に
は
「
時
代
が
か
わ
っ
て
、
新
憲
法
が
で
き
た
」
と
あ
る
。
日
本
の
戦
後
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
と
は
異

な
り
、「
恋
と
牡
丹
」
が
、
戦
後
の
時
代
状
況
と
関
わ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

常
大
用
が
曹
州
に
行
き
、
葛
巾
の
余
り
の
美
し
さ
に
、
神
仙
で
は
な
い
か
と
口
走
っ
て
し
ま
い
、
恋
煩
い
で
寝
込
み
、
鴆
湯
と
う
そ
を

つ
か
れ
て
良
薬
を
飲
ま
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
と
同
じ
で
あ
る
。
夜
に
葛
巾
の
部
屋
を
訪
れ
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
が
、

妹
の
玉
板
が
来
て
隠
さ
れ
、
部
屋
に
あ
っ
た
水
晶
を
懐
に
入
れ
て
家
に
帰
る
と
こ
ろ
も
同
じ
で
、
や
が
て
恋
に
お
ち
、
常
大
用
は
葛
巾
と

結
婚
し
、
玉
板
と
常
大
用
の
弟
大
器
も
結
婚
す
る
。
語
り
手
の
言
説
の
中
で
、
重
要
点
を
示
し
て
い
く
。
ま
ず
、
常
大
用
が
葛
巾
を
初
め

て
見
た
と
き
、
語
り
手
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

常
大
用
は
、
文
字
ど
お
り
、
し
ば
ら
く
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
か
っ
た
。
一
代
の
確
信
が
ゆ
ら
め
き
ず
れ
る
瞬
間
と
い
う
も
の

は
、
人
間
に
と
っ
て
簡
単
な
と
き
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
の
複
雑
な
感
情
や
想
念
が
渦
を
ま
く
。
敗
北
感
は
耐
え
が
た
い
。
し
か
し
、

新
に
得
た
知
識
に
敏
捷
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
で
、
絶
望
か
ら
は
ま
ぬ
が
れ
得
る
。
転
身
と
転
向
は
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
の
切
実
な
る

変
形
で
あ
る
。
常
大
用
も
、
刹
那
の
あ
い
だ
に
、
と
も
か
く
、
そ
の
転
向
を
完
了
し
た
。
し
か
し
、
な
お
、
彼
は
、
そ
れ
を
人
間
と

考
え
て
し
ま
う
ま
で
に
は
、
転
向
し
き
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
文
章
は
、
全
く
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
に
は
な
く
、「
恋
と
牡
丹
」
に
の
み
に
描
か
れ
る
。
大
袈
裟
な
表
現
だ
が
、
常
大
用
は
、
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今
ま
で
、
牡
丹
以
上
に
美
し
い
女
性
な
ど
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
眼
前
に
、
信
じ
が
た
い
ほ
ど
の
絶
世
の
美
女
を
見
て
、
牡
丹
が
世

界
で
最
も
美
し
い
な
ど
と
思
う
こ
と
は
、
す
っ
か
り
や
め
た
、
す
な
わ
ち
「
転
向
を
完
了
し
た
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
美
女
を
人
間
と

思
う
ま
で
に
は
、「
転
向
し
き
れ
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
に
即
す
と
、
以
上
の
よ
う
な
内
容
だ
が
、「
一
代
の
確
信
が

ゆ
ら
め
き
く
ず
れ
る
瞬
間
」「
敗
北
感
」「
新
に
得
た
知
識
に
敏
捷
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
」「
転
向
」「
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
」
な
ど
、
奇
妙
な
言

葉
が
連
な
る
。
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
火
野
葦
平
は
、
先
に
表
に
し
た
『
聊
斎
志
異
』
改
変
作
品
の
ほ
と
ん
ど
を
戦
後
に
執
筆
し
て
い
る
。

火
野
葦
平
は
、
志
賀
直
哉
ら
の
必
死
の
嘆
願
に
も
関
わ
ら
ず
、「
日
華
事
変
以
来
同
人
は
戦
争
に
取
材
せ
る
多
数
の
著
作
を
発
表
し
、
世

に
迎
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
著
作
に
於
て
、
概
ね
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
態
度
を
離
れ
な
か
っ
た
と
は
云
へ
、『
陸
軍
』『
兵
隊
の

地
図
』『
敵
将
軍
』『
ヘ
イ
タ
イ
ノ
ウ
タ
』
等
に
於
て
は
、
日
本
民
族
の
優
越
感
を
強
調
し
、
戦
争
、
特
に
太
平
洋
戦
争
を
是
認
し
、
戦
意

の
昂
揚
に
努
め
て
居
り
、
そ
の
影
響
は
広
汎
且
つ
多
大
で
あ
っ
た
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
同
人
は
軍
国
主
義
に
迎
合
し
て
、
そ
の
宣
伝

に
協
力
し
た
者
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い) 9

(

」
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
四
八
年
五
月
二
五
日
か
ら
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
一
三
日
ま
で
公
職
追

放
さ
れ
た
。
火
野
は
公
職
追
放
中
の
時
期
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

終
戦
直
後
、
私
は
追
放
を
う
け
て
、
し
ば
ら
く
ペ
ン
を
し
ば
ら
れ
て
い
た
時
期
が
あ
つ
た
。
執
筆
禁
止
で
は
な
か
つ
た
が
、
内
容
を

制
約
さ
れ
た
た
め
、
私
は
窮
し
て
、
救
い
を
「
聊
斎
志
異
」
に
求
め
た
。
そ
し
て
、
柴
田
氏
版
を
参
酌
し
な
が
ら
、
自
分
流
に
勝
手

に
書
き
あ
ら
た
め
た
「
私
版
聊
斎
志
異
」
物
語
を
時
折
も
の
に
し
た
。
二
年
ほ
ど
後
、
追
放
を
解
除
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
が
十

篇
ほ
ど
も
た
ま
つ
て
い
て
、
私
の
頭
上
に
あ
つ
た
と
き
に
、
い
か
に
「
聊
斎
志
異
」
が
よ
き
友
で
あ
つ
た
の
か
と
感
謝
の
念
が
お
さ

え
が
た
い
の
で
あ
る)10

(

。
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す
な
わ
ち
、『
聊
斎
志
異
』
改
変
作
品
は
、
戦
後
、
ま
も
な
く
の
公
職
追
放
中
に
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
先
に
あ

げ
た
語
り
手
の
言
葉
は
、
戦
後
の
日
本
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
敗
戦
や
、
そ
の
後
の
急
激
な
変
化
、
そ
し
て
、
日
本

国
民
の
、
と
り
わ
け
軍
人
た
ち
の
転
向
な
ど
が
暗
喩
さ
れ
て
い
る
と
読
め
る
だ
ろ
う
。「
転
身
と
転
向
は
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
の
切
実
な
る

変
形
で
あ
る
」
と
も
あ
り
、
転
身
と
転
向
は
、
一
見
す
る
と
良
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
単
に
日
和
見
主
義
で
、
自
分
に
信
念
が
な
い

戦
後
の
人
々
の
こ
と
を
揶
揄
し
て
い
る
。
常
大
用
が
葛
巾
を
仙
女
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
そ
う
声
を
か
け
た
と
き
、
老
婆
に
無
礼
だ
と
叱

責
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。
常
大
用
の
そ
の
時
の
心
理
状
態
を
語
り
手
は
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　

大
用
は
、
館
に
か
え
っ
て
く
る
と
、
ど
っ
と
重
い
床
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
打
ち
く
だ
か
れ
た
の
で
あ
る
。

大
用
の
人
生
は
こ
の
と
き
を
境
に
、
百
八
十
度
の
大
転
換
を
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
が
原
子
爆
弾
を
見
舞
わ
れ
て
、
全
面
的
降
伏
を

し
た
の
に
似
て
い
る
。
床
に
つ
い
た
大
用
の
頭
の
な
か
は
、
颱
風
の
よ
う
で
、
彼
は
そ
の
衝
動
と
心
痛
と
の
た
め
に
、
急
速
に
憔
悴

し
た
。

（
と
り
か
え
し
の
つ
か
ぬ
こ
と
を
し
た
。
ま
っ
た
く
軽
は
ず
み
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
警
察
に
つ
き
だ
さ
れ
る
。
破
滅
だ
）

　

こ
の
語
り
手
の
言
葉
も
、
戦
争
と
関
係
し
て
い
る
。
常
大
用
の
後
悔
を
、
日
本
が
原
爆
を
落
と
さ
れ
、「
百
八
十
度
の
大
転
換
」を
し
、

「
降
伏
」し
た
こ
と
と
同
様
の
重
み
で
描
い
て
い
る
。常
大
用
の
心
理
は
、ま
る
で
、戦
争
に
行
っ
た
日
本
軍
人
や
日
本
国
民
の
よ
う
な
人
々

が
、
戦
後
、
感
じ
た
こ
と
と
し
て
書
か
れ
る
の
で
あ
る
。
常
大
用
の
次
の
描
写
も
あ
る
。

　

逮
捕
の
不
安
と
、
恋
慕
の
狂
熱
と
で
、
常
大
用
は
、
眠
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
食
欲
も
お
こ
ら
ず
、
芋
虫
の
よ
う
に
蒲
団
の
な
か
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を
こ
ろ
げ
ま
わ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と
き
ど
き
、
童
子
の
よ
う
に
泣
い
た
。
そ
う
し
て
、
三
日
間
が
経
ち
、
大
用
は
線
香

の
よ
う
に
痩
せ
ほ
そ
っ
た
。

　

数
日
が
経
過
し
て
も
、
娘
へ
の
無
礼
に
た
い
し
て
、
詰
責
に
も
、
逮
捕
に
も
来
る
様
子
が
な
い
の
で
、
そ
の
点
は
ほ
っ
と
胸
を
な

で
お
ろ
し
た
が
、
自
分
の
憔
悴
に
気
づ
く
と
、

（
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
死
ぬ
か
も
知
れ
な
い
）

　

大
用
は
、
す
こ
ぶ
る
心
細
く
な
っ
た
。

　

こ
の
常
大
用
の
怯
え
る
描
写
は
、
公
職
追
放
に
怯
え
る
、
火
野
の
心
理
と
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
恋
と
牡
丹
」
に
は
次
の
よ
う

な
描
写
が
あ
る
。
常
大
用
と
大
器
が
結
婚
し
た
後
、
盗
賊
が
、
常
大
用
の
家
に
や
っ
て
く
る
場
面
で
あ
る
。

　

騒
然
た
る
物
音
が
、
邸
前
に
お
こ
っ
た
。
深
夜
で
あ
る
。
騎
馬
の
音
が
ひ
し
め
き
あ
い
、
口
笛
と
、
槍
と
、
鎧
の
音
が
、
こ
れ
に

ま
じ
っ
た
。
常
大
用
夫
婦
は
、
ま
だ
起
き
て
い
た
。

「
賊
ら
し
い
わ
」

　

葛
巾
の
そ
の
言
葉
で
、
一
家
の
者
こ
と
ご
と
く
、
揃
っ
て
、
楼
に
の
ぼ
っ
た
。
数
十
騎
の
集
団
を
な
し
た
騎
馬
剽
賊
は
、
侵
入
し

て
き
て
、
楼
を
と
り
ま
い
た
。

　

こ
う
し
て
賊
は
、
三
つ
の
要
求
を
す
る
。
一
つ
目
は
、
牡
丹
の
花
畠
を
見
せ
て
欲
し
い
、
二
つ
目
は
、
自
分
た
ち
五
八
人
の
一
同
に「
五

百
金
」
と
い
う
大
金
が
欲
し
い
、
三
番
目
の
要
求
は
、「
世
に
も
ま
れ
の
麗
人
」
と
噂
さ
れ
る
葛
巾
姉
妹
に
直
接
会
い
、
拝
顔
し
た
い
と
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い
う
も
の
だ
っ
た
。
常
大
用
は
、
三
番
目
の
要
求
は
駄
目
だ
と
断
っ
た
。
こ
の
場
面
は
、『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
に
も
同
じ
よ
う
に
あ
る
。

た
だ「
牡
丹
の
花
畠
を
見
せ
て
欲
し
い
」と
い
う
要
求
は
、『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」に
は
な
く
、
二
つ
し
か
要
求
が
書
か
れ
て
い
な
い
。『
聊

斎
志
異
』「
葛
巾
」
で
は
、
常
大
用
が
「
讐
が
有
る
の
か
？
」
問
う
と
賊
が
「
讐
は
無
い
ん
で
す
が
、
但
だ
両
つ
だ
け
要
求
が
あ
っ
て
来

た
ん
で
す
」と
答
え
る
。「
恋
と
牡
丹
」で
は
、
盗
賊
は
、「
侵
入
し
て
き
て
、
楼
を
と
り
ま
い
た
。」そ
し
て
常
大
用
が「
讐
が
な
い
の
に
、

ど
う
し
て
、
夜
陰
、
そ
ん
な
も
の
も
の
し
い
襲
撃
を
す
る
の
か
」
と
尋
ね
る
。
こ
の
常
大
用
の
「
讐
が
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
、
夜
陰
、

そ
ん
な
も
の
も
の
し
い
襲
撃
を
す
る
の
か
」
と
い
う
言
葉
は
、「
恋
と
牡
丹
」
に
し
か
描
か
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
日
本
軍
の
中
国
侵
略
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
言
説
で
あ
る
。
日
本
軍
は
、
日
中
戦
争
の
際
、
何
の
恨
み
も
な
い
の
に
、
た
だ
、
自
国
の
欲
と
傲
慢
さ
ゆ
え
に
侵
略
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
三
番
目
の
要
求
が
断
ら
れ
る
と
、
盗
賊
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
わ
れ
わ
れ
、
ひ
と
た
び
立
て
た
る
目
的
は
、
か
な
ら
ず
貫
徹
す
る
と
い
う
の
が
、
泥
棒
の
仁
義
で
あ
る
。
鉄
の
規
律
と
い
っ
て
も

よ
い
。
そ
れ
は
、
暴
力
を
も
っ
て
戦
術
の
第
一
と
す
る
徒
党
の
貴
重
な
る
原
則
だ
。
共
産
党
と
同
様
で
あ
る
。
人
の
迷
惑
な
ど
、
か

ま
っ
て
お
ら
れ
な
い
。
も
し
、
余
の
要
求
に
し
た
が
わ
ぬ
場
合
は
、
楼
を
燓
く
ば
か
り
で
あ
る
」

　

そ
う
い
っ
て
、
賊
将
は
部
下
に
命
令
し
て
、
薪
の
火
を
い
ち
だ
ん
と
燃
や
し
、
楼
へ
近
づ
け
し
め
た
。

　

こ
の
盗
賊
の
言
葉
も
「
恋
と
牡
丹
」
に
し
か
な
い
描
写
で
あ
る
。「
讐
」
す
な
わ
ち
、
憎
し
み
や
恨
み
も
な
い
の
に
「
暴
力
を
も
っ
て

戦
術
の
第
一
と
す
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
日
本
軍
の
勝
手
き
わ
ま
る
暴
力
的
侵
略
、
戦
争
の
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
言
う

と
お
り
に
し
な
い
と
、
火
を
つ
け
る
ぞ
と
脅
す
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
、
賊
の
様
子
を
「
共
産
党
と
同
様
」
と
述
べ
て
い
る
点
に
注

目
し
た
い
。「
恋
と
牡
丹
」
で
は
、
賊
の
姿
に
日
本
の
戦
前
の
軍
隊
を
喩
え
な
が
ら
、
同
時
に
共
産
党
批
判
も
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
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意
見
と
違
う
と
殺
し
た
り
、
拷
問
し
た
り
す
る
共
産
党
の
い
わ
ゆ
る
粛
清
は
、
ソ
連
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
頃
か
ら
お
こ
な
わ
れ
、
日
本

人
も
多
く
犠
牲
に
な
っ
た)11

(

。
火
野
は
、
日
本
の
起
こ
し
た
戦
争
と
、
共
産
党
の
厳
し
い
規
律
を
守
ら
な
か
っ
た
ら
粛
清
す
る
と
い
う
態
度
、

ど
ち
ら
も
批
判
的
に
と
ら
え
、「
恋
と
牡
丹
」
の
内
容
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
こ
の
盗
賊
を
鎮
め
る
の
が
、
葛
巾
姉
妹
で
あ
る
。「（
前
略
）

止
む
を
得
ま
せ
ん
。
こ
こ
ま
で
き
て
、
あ
た
し
た
ち
が
出
な
か
っ
た
ら
凶
事
が
お
こ
り
ま
す
。
心
配
せ
ず
見
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
盗
賊

の
前
に
姉
妹
は
出
て
行
っ
た
。

　

肩
を
組
ん
で
、
美
し
い
姉
妹
は
、
下
か
ら
の
焔
に
照
ら
さ
れ
て
、
燃
え
か
が
や
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
階
段
を
一
段
一

段
と
降
り
て
行
っ
た
。（
中
略
）

「
さ
あ
、
と
く
と
、
わ
ら
わ
ら
が
顔
を
見
る
が
い
い
」（
中
略
）

葛
巾
と
玉
板
と
は
焔
の
中
心
に
あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
、
姉
の
顔
に
怪
し
い
ひ
ら
め
き
が
お
こ
り
、

そ
の
妖
艶
な
顔
に
、
す
る
ど
く
厳
粛
な
も
の
が
み
な
ぎ
っ
た
。
神
々
し
い
光
が
あ
ら
わ
れ
て
、
盗
賊
ど
も
を
威
圧
し
た
。
怒
っ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
怒
っ
た
葛
巾
姉
妹
は
、
暴
力
も
使
わ
ず
に
、
神
仙
の
力
を
持
っ
て
賊
を
制
し
た
。
葛
巾
姉
妹
は
「
賊
党
ど
も
、
驕
慢
が
す

ぎ
よ
う
ぞ
、
こ
れ
ま
で
譲
歩
し
た
の
に
、
な
に
を
ま
だ
要
求
す
る
の
か
。
わ
ら
わ
ら
姉
妹
を
手
ご
め
に
す
る
所
存
と
み
え
る
。
今
こ
そ
、

そ
な
た
ら
に
い
い
き
か
せ
る
。
わ
ら
わ
ら
姉
妹
は
、
仙
媛
で
あ
る
。
わ
け
あ
っ
て
、
し
ば
し
、
こ
の
俗
世
に
姿
を
お
い
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
な
ん
で
、
と
る
に
足
ら
ぬ
も
の
と
り
輩
を
恐
れ
よ
う
ぞ
」
と
述
べ
、
仙
媛
の
力
を
使
っ
て
追
い
払
お
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
、「
神

格
の
も
の
の
顕
現
す
る
魔
力
は
、
悪
漢
た
ち
を
ふ
る
え
あ
が
ら
せ
た
。
葛
巾
の
言
葉
の
終
る
か
終
ら
ぬ
う
ち
に
、
五
十
八
騎
の
扁
盗
は
、
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雲
を
霞
と
退
散
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、
第
二
の
要
求
の
五
百
金
ず
つ
も
得
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
」。
楼
の
上
に
い
る
常
大
用
や
大
器

に
は
、
姉
妹
と
賊
と
の
や
り
と
り
は
聞
こ
え
ず
、
は
ら
は
ら
し
な
が
ら
成
り
行
き
を
注
視
し
て
い
た
。
た
だ
「
葛
巾
が
な
に
ご
と
か
を
喋

る
と
同
時
に
、
泥
棒
た
ち
が
蜘
蛛
の
子
を
散
ら
す
よ
う
に
、
四
散
し
た
」の
で
あ
る
。
葛
巾
姉
妹
は
、
何
を
比
喩
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

戦
争
を
お
こ
す
者
た
ち
や
、
粛
清
を
し
よ
う
と
す
る
者
な
ど
、
独
裁
的
な
横
暴
者
た
ち
を
追
放
す
る
者
と
し
て
登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
、

平
和
の
象
徴
を
表
す
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
日
以
来
常
大
用
は
、
賊
が
追
い
払
わ
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
な
が
ら
も
、
姉
妹
を
「
仙
女
で
は
、
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
疑
う
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
二
年
が
経
ち
、
常
大
用
も
大
器
も
子
ど
も
が
出
来
、
一
家
は
富
み
栄
え
、
幸
せ
に
暮
ら
す
の
だ
が
、
と
う
と
う
妻
達

の
素
性
を
知
り
た
く
て
た
ま
ら
な
く
な
る
。
そ
し
て
常
大
用
は
夜
毎
に
、
葛
巾
の
姓
を
教
え
て
ほ
し
い
と
頼
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し

て
、
常
大
用
は
、
葛
巾
か
ら
姓
は
魏
で
、
母
は
「
曹
国
夫
人
に
封
ぜ
ら
れ
」
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
う
。「
恋
と
牡
丹
」
で
は
、
語

り
手
は
、
そ
ん
な
常
大
用
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
描
く
。

起
さ
ん
で
も
よ
い
と
こ
ろ
へ
波
瀾
を
お
こ
す
好
事
の
魔
と
い
う
も
の
は
、
こ
う
い
う
余
計
な
好
奇
心
の
な
か
に
、
い
つ
も
潜
ん
で
い

る
。
愛
情
は
い
く
ら
こ
ま
や
か
で
も
、
連
続
し
て
お
れ
ば
、
い
つ
か
倦
怠
の
気
を
さ
そ
い
だ
し
て
、
な
に
か
の
変
っ
た
刺
戟
が
欲
し

く
な
る
。
人
間
は
そ
う
い
う
滑
稽
な
資
質
な
の
だ
か
ら
、
仕
方
が
な
い
。
常
大
用
も
、
妻
の
愛
情
に
溺
れ
き
っ
て
お
れ
ば
よ
い
も
の

を
、
ふ
い
と
、
そ
う
い
う
贅
沢
心
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

つ
い
に
、
人
間
は
、
日
ご
ろ
の
幸
せ
を
忘
れ
て
、
と
う
と
う
ま
た
、
刺
激
を
求
め
て
し
ま
う
。「
起
さ
ん
で
も
よ
い
と
こ
ろ
へ
波
瀾
を

お
こ
す
好
事
の
魔
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
常
大
用
の
好
奇
心
と
い
う
よ
う
な
意
味
だ
ろ
う
が
、
戦
争
と
か
ら
め
る
と
、
平
和
な
世
の
中
が
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続
く
と
、
何
か
刺
戟
を
求
め
て
争
い
を
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
意
味
に
も
と
れ
る
。
さ
ら
に
、
素
性
を
確
か
め
た
く
な
っ
た
常
大
用
は
、

妻
に
は
曹
州
と
は
逆
の
方
向
に
行
く
と
告
げ
て
、
曹
州
に
葛
巾
姉
妹
の
先
祖
を
尋
ね
に
行
っ
た
。
語
り
手
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

神
仙
も
、
あ
ま
り
愛
欲
で
う
つ
つ
を
抜
か
す
と
、
神
経
も
鈍
磨
す
る
と
み
え
て
、
大
用
の
そ
ん
な
ち
ゃ
ち
な
つ
く
り
ご
と
に
も
、
そ

の
と
き
は
、
気
づ
か
な
か
っ
た
。
も
し
、
そ
の
と
き
、
夫
が
曹
州
へ
旅
経
つ
と
知
っ
た
ら
、
ま
た
妖
術
に
よ
っ
て
、
策
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
た
か
も
知
れ
な
い
。
知
ら
ぬ
が
神
な
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
と
う
と
う
常
大
用
は
、
曹
州
で
老
人
に
教
え
ら
れ
、
葛
巾
が
葛
巾
紫
種
の
牡
丹
で
、
母
は
曹
国
夫
人
と
い
う
名
前
の
牡
丹
だ

と
気
づ
く
。「
も
は
や
、
疑
う
余
地
は
な
か
っ
た
。（
や
っ
ぱ
り
、
仙
女
で
あ
っ
た
。
妻
は
花
妖
だ
）」。「
も
う
大
用
は
沈
黙
と
忍
耐
と
に

た
え
得
な
か
っ
た
」。
そ
し
て
、
家
に
帰
っ
て
、
そ
れ
と
な
く
葛
巾
に
真
実
を
知
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
す
べ
て
を
葛
巾
は
悟
っ
て
し
ま

っ
た
。
す
る
と
、
素
性
を
知
ら
れ
て
は
、
も
う
一
緒
に
は
い
ら
れ
な
い
と
、
玉
板
と
い
っ
し
ょ
に
子
供
を
投
げ
た
。
子
は
そ
の
ま
ま
消
え
、

数
日
が
経
つ
と
子
の
落
ち
た
と
こ
ろ
に
二
株
の
牡
丹
が
生
え
、
そ
の
年
に
は
一
つ
は
紫
、
一
つ
は
白
の
花
が
咲
い
た
。「
花
び
ら
は
巨
大

の
盆
の
よ
う
で
、
強
く
ふ
く
い
く
と
し
た
芳
香
は
常
家
は
も
と
よ
り
、
近
隣
い
っ
た
い
に
ひ
ろ
ま
り
、
風
に
乗
る
と
、
五
里
の
先
ま
で
も

に
お
っ
た
」。
数
年
で
草
む
ら
の
よ
う
に
繁
り
、
株
を
わ
け
て
欲
し
い
も
の
が
や
っ
て
く
る
の
で
、
常
大
用
の
家
は
富
み
栄
え
て
い
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
は
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
と
も
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
は
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、「
恋
と
牡
丹
」
で
は
、
ラ
ス
ト
で

常
大
用
が
「
狂
的
な
牡
丹
嫌
い
」「
牡
丹
恐
怖
症
」
に
な
る
。「
牡
丹
恐
怖
症
」
と
い
う
言
葉
は
先
に
も
述
べ
た
が
、「
恋
と
牡
丹
」
の
「
創

作
ノ
ー
ト
」
に
も
記
さ
れ
て
い
た
。「
恋
と
牡
丹
」
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
非
常
に
重
要
な
の
で
あ
る
。
常
大
用
は
、「
牡
丹
の
花
の
な
い
と

こ
ろ
、
に
お
い
の
せ
ぬ
と
こ
ろ
を
選
ん
で
逃
げ
ま
わ
っ
た
」「
道
傍
で
、
牡
丹
の
花
を
見
つ
け
る
と
、
卒
倒
し
て
泡
を
ふ
い
た
。」
ま
さ
に
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「
牡
丹
癲
癇
」
で
あ
っ
た
と
描
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
牡
丹
だ
ら
け
の
家
に
は
常
大
用
は
お
ら
れ
ず
に
「
放
浪
者
と
な
っ
た
」
の

で
あ
る
。
常
大
用
は
こ
の
よ
う
に
言
う
。

彼
は
、
牡
丹
と
い
う
も
の
が
こ
ん
な
に
も
沢
山
地
上
に
あ
っ
た
の
か
と
お
ど
ろ
く
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
牡
丹
だ
ら
け
だ
。
発
見
と

い
う
も
の
は
、
こ
う
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
に
落
ち
て
、
は
じ
め
て
真
実
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

葛
巾
の
素
性
な
ど
知
ら
な
く
て
も
幸
せ
な
の
に
、
つ
い
追
及
し
て
し
ま
い
、
不
幸
に
な
る
。
そ
し
て
後
悔
は
、
落
ち
ぶ
れ
て
こ
そ
初
め

て
気
が
つ
く
、
と
い
う
よ
う
に
読
め
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
常
大
用
が
牡
丹
を
毛
嫌
い
す
る
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
牡
丹
は
、
人
間

の
好
奇
心
、
す
な
わ
ち
欲
と
も
読
め
る
だ
ろ
う
。
欲
は
「
こ
ん
な
に
も
沢
山
地
上
に
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
欲
に
溺
れ
て
、
と
う
と
う
破

滅
し
て
し
ま
っ
た
男
が
常
大
用
で
、
い
ま
さ
ら
後
悔
し
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
欲
と
好

奇
心
に
溺
れ
て
突
き
進
む
と
、
人
間
は
、
破
滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
先
に
「
恋
と
牡
丹
」
で
は
、

盗
賊
た
ち
が
、『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
に
は
な
か
っ
た
牡
丹
の
花
畠
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
要
求
す
る
場
面
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指

摘
し
て
お
い
た
。
こ
れ
は
、
わ
ざ
わ
ざ
火
野
が
施
し
た
点
で
、
悪
党
の
賊
は
、
好
奇
心
と
欲
に
満
ち
満
ち
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
俗
物
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
欲
深
い
の
で
あ
る
。

乞
食
同
様
と
な
っ
た
、
常
大
用
が
、
牡
丹
を
見
て
ひ
っ
く
り
か
え
っ
た
と
き
、
か
な
ら
ず
く
り
か
え
す
う
わ
言
は
、「
葛
巾
よ
、
葛

巾
よ
、
も
う
一
度
お
れ
の
と
こ
ろ
へ
か
え
っ
て
来
い
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

牡
丹
屋
敷
と
し
て
栄
え
た
常
大
用
の
華
や
か
な
最
後
は
、
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ
ん
と
う
の
そ
の
屋
敷
の
主
た
る
常
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大
用
が
、
ど
こ
で
の
た
れ
死
し
た
も
の
か
、
誰
も
知
っ
て
い
る
者
が
な
い
。

　
「
恋
と
牡
丹
」
は
、
語
り
手
の
こ
の
言
葉
で
終
わ
る
。
一
見
こ
れ
は
、
葛
巾
と
い
う
美
女
を
妻
に
し
て
栄
え
て
い
た
常
大
用
が
、
好
奇

心
か
ら
妻
の
秘
密
を
暴
い
た
た
め
に
、
全
て
の
幸
せ
を
失
い
、
の
た
れ
死
し
て
し
ま
っ
た
話
と
読
め
る
。
冒
頭
に
示
さ
れ
た
教
訓
と
は
、

男
女
の
愛
に
対
す
る
教
訓
で
、
好
奇
心
に
ま
か
せ
て
、
幸
せ
そ
の
も
の
の
で
あ
る
の
に
、
む
や
み
に
夫
婦
や
恋
人
の
、
秘
密
を
探
る
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
風
な
教
訓
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
度
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
争
と
関
係
す
る
よ
う
に
作
品

は
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
戦
争
の
教
訓
も
、
こ
の
文
章
に
は
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
葛
巾
は
、
盗
賊
を
、

追
っ
払
っ
た
平
和
の
象
徴
で
神
々
し
い
も
の
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
を
記
し
、牡
丹
は
人
間
の
欲
や
好
奇
心
を
暗
喩
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
最
後
の
文
章
は
、
一
時
の
欲
や
好
奇
心
に
翻
弄
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
突
っ
走
っ
て
自
制
心
を
な
く
し
戦
争
を
お
こ
す
と
、
と

う
と
う
、
人
間
は
破
滅
に
陥
り
、
ど
ん
な
に
、
後
悔
し
て
も
決
し
て
戻
れ
な
い
と
い
う
教
訓
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
葛
巾
（
平
和
の
象
徴
）、
す
な
わ
ち
平
和
を
な
ん
ど
も
叫
び
、「
か
え
っ
て
来
い
」
と
言
っ
て
も
、
後
の
祭
り
で
、
二
度
と

平
和
は
取
り
戻
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
表
さ
れ
て
い
る
。
常
大
用
は
「
美
男
子
で
、
誠
実
で
、
温
和
で
、
や
さ
し
く
て
」
と
形
容
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
こ
ん
な
温
和
で
誠
実
な
善
人
で
も
、
欲
に
ま
み
れ
る
と
破
滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
人
間
の
、
そ
し

て
一
般
大
衆
の
、
安
易
さ
と
落
と
し
穴
へ
の
は
ま
り
や
す
さ
を
描
出
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
火
野
は
、
あ
え
て
結
末
を
『
聊
斎
志

異
』「
葛
巾
」
の
よ
う
な
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
は
せ
ず
、
欲
の
た
め
に
突
っ
走
っ
た
た
め
に
大
事
な
も
の
を
失
っ
て
「
の
た
れ
死
に
」
す

る
主
人
公
の
姿
を
示
し
、
冷
徹
に
描
い
た
の
で
あ
る
。「
牡
丹
ナ
ン
カ
、
イ
ラ
ン
、
ス
カ
ン
、
カ
エ
ツ
テ
来
イ
」
と
い
う
言
葉
は
、「
恋
と

牡
丹
」
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」
に
も
記
さ
れ
て
い
た
。
作
品
を
描
く
前
か
ら
、
こ
の
結
末
を
構
想
し
、
重
要
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
火
野
は
、『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
か
ら
「
恋
と
牡
丹
」
へ
と
改
変
す
る
に
あ
た
っ
て
、
も
と
も
と
戦
争
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な



二
三

火
野
葦
平
「
恋
と
牡
丹
」
論　

―
『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
の
改
変
か
ら
見
る
主
題
―
（
増
田
）

か
っ
た
、
牡
丹
の
美
し
い
仙
人
と
主
人
公
常
大
用
の
物
語
を
、
戦
争
と
関
連
付
け
、
当
時
の
日
本
全
体
の
、
そ
し
て
自
身
の
従
軍
を
後
悔

す
る
心
理
な
ど
を
投
影
さ
せ
な
が
ら
、
平
和
を
訴
え
る
物
語
へ
と
創
作
し
な
お
し
た
の
で
あ
っ
た
。

終
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
火
野
の
お
よ
そ
一
〇
作
の
『
聊
斎
志
異
』
関
連
作
品
の
中
か
ら
、「
恋
と
牡
丹
」
を
と
り
あ
げ
、『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」

と
比
較
す
る
こ
と
で
、
火
野
の
改
変
の
様
相
や
、「
恋
と
牡
丹
」
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。「
恋
と
牡
丹
」
は
、
一
見
、
常
大

用
と
牡
丹
の
仙
人
葛
巾
と
の
恋
、
別
離
、
そ
の
後
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
戦
争
と
そ
の
後
悔
、
そ
し
て
平

和
へ
の
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。『
聊
斎
志
異
』「
葛
巾
」
を
改
変
し
、
語
り
手
を
配
し
、
登
場
人
物
の
会
話
な
ど
を
増
や
す
こ
と

で
、
も
と
も
と
は
な
か
っ
た
テ
ー
マ
を
「
恋
と
牡
丹
」
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
火
野
の
お
よ
そ
一
〇
作
の
『
聊
斎
志
異
』
改
変
作
品

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
公
職
追
放
中
に
描
か
れ
た
。
火
野
自
身
も
、
公
職
追
放
中
に
「
私
は
窮
し
て
、
救
い
を
『
聊
斎
志
異
』
に
求
め

た)12

(

」
と
述
べ
る
が
、
公
職
追
放
中
に
、
自
ら
従
軍
し
た
体
験
を
真
摯
に
反
省
し
、
平
和
の
意
味
を
さ
ぐ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
戦
争
が
何

故
起
っ
た
の
か
、
平
和
世
界
実
現
の
た
め
に
は
い
っ
た
い
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
考
え
た
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
、
欲
や
安
易
な
好
奇
心

の
世
界
に
溺
れ
な
い
こ
と
が
、
平
和
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
恋
と
牡
丹
」
に
は
火
野

の
、
執
筆
当
時
真
剣
に
考
え
、
戦
後
に
取
り
組
ん
だ
平
和
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註
記

（
１
）
稲
田
孝
『
聊
斎
志
異
』（
一
九
九
四
年
四
月
一
〇
日
、
講
談
社
）

（
２
）
森
鷗
外
『
か
げ
草
』（
一
八
九
七
年
五
月
二
八
日
、
春
陽
堂
）
収
録



二
四

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
六
巻
第
三
号

（
３
）
柴
田
天
馬
「
序
文
」『
和
訳　

聊
斎
志
異
』（
一
九
二
六
年
三
月
一
〇
日
、
第
一
書
房
）

（
４
）
佐
藤
春
夫
『
玉
簪
花
』（
一
九
二
三
年
八
月
五
日
、
新
潮
社
）

（
５
）『
美
女
と
妖
怪
―
私
版　

聊
斎
志
異
』（
一
九
五
五
年
七
月
一
日
、
学
風
書
院
）

（
６
）『
美
女
と
妖
怪
―
私
版　

聊
斎
志
異
』
同

（
７
）
本
書
に
は
民
国
と
し
か
奥
付
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
西
大
学
図
書
館
を
通
じ
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
問
い
合
わ
せ
て
も
ら

っ
た
。
広
告
に
一
九
二
〇
年
代
の
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
一
九
二
五
年
以
前
の
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
と
の
回
答
を
得
た
。

（
８
）『
美
女
と
妖
怪
―
私
版　

聊
斎
志
異
』
同

（
９
）
火
野
葦
平
展
運
営
委
員
会
編
『
火
野
葦
平
展
』（
平
成
六
年
一
月
二
七
日
、
北
九
州
市
教
育
委
員
会
）

（
10
）
火
野
葦
平
「
三
十
年
愛
読
の
書
」（『
底
本
聊
斎
志
異
月
報
三
』
一
九
五
五
年
八
月
三
〇
日
、
修
道
社
）

（
11
）
セ
ル
ゲ
イ
・
ミ
ロ
ー
ノ
ヴ
ィ
チ
・
キ
ー
ロ
フ
の
一
九
三
四
年
一
二
月
一
日
暗
殺
を
受
け
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
反
対
派
に
対
し
て
一
九
三
〇
年
代
後
半
大
規

模
な
粛
清
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。（
藤
本
和
貴
夫
「
大
粛
清
」Japanknow

ledge

『
日
本
大
百
科
全
書
』
参
照
）
日
本
人
で
は
杉
本
良
吉
が
一
九
三

九
年
一
〇
月
二
〇
日
、
ス
パ
イ
容
疑
に
よ
り
ソ
連
に
粛
清
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
多
数
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

（
12
）
火
野
葦
平
「
三
十
年
愛
読
の
書
」
同

　

本
稿
で
紹
介
し
た
「
創
作
ノ
ー
ト
」
は
、
北
九
州
市
立
文
学
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
館
な
ら
び
に
玉
井
史
太
郎
様
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。
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